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 ステロイド剤外用療法と並び、ビタミン D 誘導体の外用療法は乾癬に対する第一選択
となる治療法である。ビタミン D 誘導体は表皮増殖抑制作用や免疫調節作用を有するこ








重要な役割を担うとされる IL-17A産生能を有するVγ4陽性γδT細胞 (Vγ4+ T)数が
有意に減少していた。これらの結果から、CAL はイミキモド乾癬の IL-17A を介する病
態に対して抑制作用を有することが示唆された。  
 IL-17A産生T細胞の増殖、IL-17A産生には IL-23が必要であることから、CAL塗布









とが知られている。CAL塗布群では、所属リンパ節における IL-17A産生 Vγ4+ T数が
有意に減少しており、CAL塗布により所属リンパ節における IL-17A産生 CCR6+ Vγ4+ 
T の増殖が抑制されることが明らかとなった。 CAL 塗布により所属リンパ節における
IL-17A産生 CCR6+ Vγ4+ Tの増殖が抑制された群では、イミキモド乾癬惹起後に遠隔皮
膚にイミキモドを塗布することで生じる乾癬様皮膚炎の増悪がみられず、遠隔皮膚におけ
る IL-17A産生 Vγ4+ T数は有意に減少していた。 
 以上の結果から、イミキモド乾癬において 、CALは IL-23、IL-17産生を抑制するこ








IL-17A産生 T細胞の増殖や IL-17A産生に重要なサイトカインである IL-23のmRNA
発現は、イミキモドを塗布した部位の表皮で上昇し、CAL 塗布により抑制されていた。












  したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、令和元年 5 月 29 日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
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